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平成21年度

名古屋大学大学院エ学研究科

計算理エ学専攻博士課程(前期課程）

入学試験問題

基礎部門

以下の注意をよく読みなさい。

1．試験開始の合図があるまでは,この問題冊子を開いてはならない。

2．問題は線形代数J微分･積分,応用数学Ｉ，応用数学Ⅱ，力学,電磁気学の6問

があるが,その中から次の通り４問に解答すること。

多代数および微分･稲分 の２口二必す解答すること(1)

(2) 、〕４Ｐ■■ 翼釈して剛

答すること｡３間以上に解答した場合には無効となることがあるので注意せ

よ･

3．答案用紙は,予備1枚を含めて合計9枚ある。

（１）各間ごとに2枚ずつ答案用紙を用いよ。

（２）解答する問題の分野名(線形代数,微分･積分,応用数学Ｉ，応用数学Ⅱ，

力学,電磁気学のいずれか)を各答案用紙の問題番号欄に記入せよ。

（３）予備の答案用紙を下書き用紙として使用してよい。

４答案用紙には氏名を記入してはならない。

5．問題用紙,答案用紙(予備を含む)はすべて回収するので,持ち帰らないこと。



線形代数

L行列A＝(;

１
３
１ !） について，以下の問いに答えよ．

（１）Ａの固有値をすぺて求めよ．

（２）Ａは直交行列Ｐによって対角行列ｐＴＡｐに変換される．ｐを求めよ.ただし，

ＰＴはＰの転置を表わす.Ｐとして二つ以上の表現が可能なときは,そのうちの

-つを答えよ．

２．ある物質はＡとＢという２つの状態のどちらかをとる．光を１回照射すると，Ａの状

態にあった物質がＢの状態に移る確率は３０パーセント，Ｂの状態にあった物質がＡ

の状態に移る確率は４０パーセントである．最初にＡの状態にある確率をCzo，Ｂの状

態にある確率をｂｏとし，冗回光を照射したあとＡの状態にある確率をCZ1n，Ｂの状態

にある確率をｂ河とする．以下の問いに答えよ．

（１）α1，６，をα０，６oを用いて

(:l)－Ｗ(閾）
とするとき，行列Ｗを書け．

（２）行列Ｗの固有値と対応する固有ベクトルを求めよ．

（３）上の問（２）の結果を用いてα,n，６祁をα０，ｂｏを用いて表せ．

（４）〃→｡・としたときの〔ｴｱ､とb冗の比の極限を求めよ．
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